きいて くれて、 この 親分が また 訊き 上手 だから、 パン 

パ ンガ— ルズも 腹蔵な く 喋り まく つ て くれた。 

結婚した の も 事務員に なった の も、 いづれ も ブラ リ 

と 偶然 遊びに 来た もので、 よびあつめ たわけで はな か 

つたので ある。 

パン パンガ ー ルは 総体に 明るい。 売 笑窟に 定住して 

ゐる 娼婦に 比べて、 暗 さとい ふ ものが 殆どない し、 荒 

み 方 もす くない。 勿論 荒み は ある けれども、 娼家の 娼 

婦の 荒み と 全然 異る もので、 インチキ. バァの 女給よ 

り も、 無邪気で あり、 明るい。 

その 原因 はた ぶん 住所がない とい ふこと、 したがつ 



んな 世を咒 ふやうな ヒネク レた考 へ は ミヂン もな く、 

概ね 明朗 快活、 自分勝手に とびだし、 かうな つて ゐる 

だけの、 素直に して 自然の 体 を その ま、 存 して ゐ るの 

である。 だから、 心 は 荒れて は をらず、 無邪気で ある。 

無邪気と いっても、 人間 は 本来 無邪気で はない から、 

人間 並に は 無邪気で はないだ けだ。 

もっとも、 私の 会った 姐さん は 別 だ。 もう 三十 五 (通 

称 三十) 元々 美人 ぢ やない ところへ、 やつれて、 顔が 

物言 ふ 街の女の ことで、 明るい うち、 顔の ハツ キリ 見 

える うち はシ ョ ー バイに でられない、 とこ ぼして ゐ た。 

配下 を 十 人 以上に 絶対に ふやさな いとい ふの も、 この 



姐さん が 自分の 営業 不振 を 怖れる せゐぢ やない かと 私 

に は 思 はれた が、 姐さん の 配下に K 子と いふ 美人が ゐ 

る。 見たところ、 い、 家のお 嬢さん みたいで パン パン 

の やうに は 見えない の だが、 姐御が す、 めて 結婚 させ 

た。 むろん 相手 は ナジ ミの 客な の だが、 姐御の 親切が 

半分 はあって も、 自分の 土地から 美人の パン パンが 減 

つて くれる 方が 自分に 都合が い、 とい ふ 目算 も 含まれ 

てゐ たん ぢ やない かと 私に は 疑われた 程であった。 尤 

も K 子 は 一 週間で 古巣へ 戻って きた。 

いったい 彼女ら は 結婚して 一 人の 男に 満足で きる の 

だら うか、 私の この 質問に、 さあね、 どうも 御 一統、 



フン ガイに 及んで ゐる。 親分 は 彼女ら が 「稼ぐ」 と 言 

はずに 「遊ぶ」 とい ふ。 親分 はたし かに 真相 を 看破し 

てゐ る。 チ エツ、 この 野郎、 てめ え 達、 遊びたい から 

遊んで るん ぢ やねえ か、 結婚した いなんて 嘘つき やが 

れ、 結婚して みて え、 と 云 ふんだら う、 やっぱり 遊び 

ぢ やねえ か、 遊び 放題 に 遊び やが つて 女房が つとまる 

もんか、 とひ やかす。 い、 ぢ やない の、 たまに は 結婚 

してみ たくっても、 と パン パン 嬢 も悠々 たる もので あ 

る。 

彼女 等 は 野天で シ ョ —ト タイムの 営業 もやら な い ザ J 

と はない けれども、 概して ナジ ミと 旅館へ 泊る、 たい 



です、 とやったら、 ハァ、 はじめまして、 私 は、 と 名 

剌を差 上げる にき まって ゐる。 いや、 見破って みせ ま 

すよ、 と 力んで ゐた 記者が ゐ たから、 あ、 いふと ころ 

へ ホン モノの 令嬢 を つれて 行って、 色々 と 雑誌 社 を 騙 

しな やます こと を考 へて ゐる。 然し、 実際 パン パン 

ガ ー ルは 陰鬱な 性質の もので はない ので ある。 

私の 会った 姐御 は 堂々 たる ものだった。 一日 平均 千 

円の 収入が あり (美人の 若い パン パン はもつ と 多い。 

だから 姐御 は 悲劇的 だ) そのうち 毎日 八 百 円 貯金して 

一 一 百 円で 二度 ゴ ハン をた ベる。 朝の ゴ ハン はお 客に た 

ベ させて もら ひ、 お 客と 別れて きて、 お 風呂へ 行って、 



てす る 気 はないけ ど、 若い 子 は みんな 結婚したがって 

るよ、 と 言 ふけれ ども、 私の 見たところ では、 若い 子 

の 本心 は 結婚な どは考 へて おらず、 姐御 だけが 内心 は 

切に 結婚 生活 を 欲して ゐる やうに 思 はれた の だ。 

若い パン パンた ち は、 自由で、 自然人で、 その 明る 

さは ある けれども、 そして 生活 をた のしんで ゐる けれ 

ども、 快楽と か 自然人 的な 生活に 就て、 特に 独自な 思 

想が あると いふ 者はゐ ない。 

彼女ら は 男 を 男と して 客 を 選ぶ わけで はなく、 もつ 

がまぐち 

ばら 蟇 口に 狙 ひ をつ けて 客 を 選ぶ。 K 子と いふ 一 見 令 

嬢と しか 思 はれない 美人 は、 お金 をた くさん 持って ゐ 
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